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�危害シナリオと未然防止

�典型的な危害シナリオ①～⑤
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危害シナリオの概要

①

②

③

①①①①固固固固いいいい重量物重量物重量物重量物のののの鉢植鉢植鉢植鉢植えがえがえがえが高所高所高所高所にあるというにあるというにあるというにあるという「「「「ハザードハザードハザードハザード
（（（（危険源危険源危険源危険源））））のののの存在存在存在存在」，」，」，」，

②②②②鉢植鉢植鉢植鉢植えがえがえがえが窓辺窓辺窓辺窓辺にににに置置置置かれかれかれかれ，，，，通行人通行人通行人通行人がががが下下下下をををを通通通通るというハるというハるというハるというハ
ザードがザードがザードがザードが露出露出露出露出したしたしたした「「「「危険状態危険状態危険状態危険状態」，」，」，」，

ハザードハザードハザードハザード

潜在的潜在的潜在的潜在的なななな穴穴穴穴

危害シナリオの考え方：2階の窓辺に置かれた鉢植えが落下し，その下を通行中の
人にぶつかって怪我をする（危害が発生する）シナリオを考えると理解しやすい．

ハームハームハームハーム

イベントイベントイベントイベント発生発生発生発生

窓窓窓窓

ハザードハザードハザードハザード
のののの存在存在存在存在

Accident/

Incident

②

④

⑤
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③③③③風風風風やややや地震地震地震地震などでなどでなどでなどで鉢植鉢植鉢植鉢植えがえがえがえが落下落下落下落下するというするというするというするという「「「「イベントイベントイベントイベント発発発発
生生生生」，」，」，」，

④④④④落落落落ちてきたちてきたちてきたちてきた鉢植鉢植鉢植鉢植えをえをえをえを人人人人がががが避避避避けられるかどうかというけられるかどうかというけられるかどうかというけられるかどうかという
「「「「回避回避回避回避のののの可能性可能性可能性可能性」，」，」，」，

⑤⑤⑤⑤上記上記上記上記①①①①～～～～④④④④のののの組組組組みみみみ合合合合わせでわせでわせでわせで「「「「ハームハームハームハーム（（（（危害危害危害危害））））がががが発生発生発生発生」」」」
するするするする．．．．

突発的突発的突発的突発的なななな穴穴穴穴

多重防護壁多重防護壁多重防護壁多重防護壁

ハームハームハームハーム
がががが発生発生発生発生危険状態危険状態危険状態危険状態

回避回避回避回避のののの
可能性可能性可能性可能性

建建建建
物物物物

道路道路道路道路



突発的に出現する穴潜在的に存在する穴
多重防護壁

（スイスチーズ）

スイスチーズモデルと危害シナリオ

James Reasonのスイスチーズモデル：
事故は多重防護壁の穴を貫通した時に生じる．
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Accident
Incident

�危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ：：：：ハザードハザードハザードハザード（（（（危険源危険源危険源危険源））））からハームからハームからハームからハーム（（（（危害危害危害危害））））にににに至至至至るるるる具体的具体的具体的具体的なシナリオなシナリオなシナリオなシナリオ（（（（物語物語物語物語，，，，筋書筋書筋書筋書きききき））））
�事故事故事故事故のののの発生要因発生要因発生要因発生要因はははは多重防護壁多重防護壁多重防護壁多重防護壁にあるにあるにあるにある複数個複数個複数個複数個のののの穴穴穴穴
�ヒヤリハットはヒヤリハットはヒヤリハットはヒヤリハットは一部一部一部一部のののの多重防護壁多重防護壁多重防護壁多重防護壁のののの穴穴穴穴をををを突破突破突破突破したがしたがしたがしたが，，，，人的被害人的被害人的被害人的被害がががが無傷無傷無傷無傷であったであったであったであった危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ

危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ

ハザード（危険源）



Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ

リ
ス
ク

リ
ス
ク

リ
ス
ク

リ
ス
ク
分
析
分
析
分
析
分
析

スタートスタートスタートスタート

意図意図意図意図されるされるされるされる使用及使用及使用及使用及びびびび合理的合理的合理的合理的にににに
予見可能予見可能予見可能予見可能なななな誤使用誤使用誤使用誤使用のののの明確化明確化明確化明確化

ハザードハザードハザードハザードのののの特定特定特定特定

リスクリスクリスクリスクのののの見積見積見積見積もりもりもりもり

許容可能なリスクはＲＡ及びリスク低減の反復プロセスで達成される

どこにハザードがどこにハザードがどこにハザードがどこにハザードが
存在存在存在存在するのかするのかするのかするのか？？？？

危害危害危害危害のののの発生確率発生確率発生確率発生確率、、、、
危害危害危害危害のののの程度程度程度程度はどはどはどはど
れくらいかれくらいかれくらいかれくらいか？？？？

ＩＳＯ／ＩＥＣガイド５１のリスクアセスメント（ＲＡ）

YesYesYesYes

NoNoNoNo 許容可能許容可能許容可能許容可能なリスなリスなリスなリス
クはクはクはクは達成達成達成達成されたされたされたされた
かかかか

リスクリスクリスクリスクのののの評価評価評価評価

ストップストップストップストップ

リスクリスクリスクリスクのののの低減低減低減低減

リスクリスクリスクリスクのののの見積見積見積見積もりもりもりもり

出典：リスクアセスメントハンドブック実務編（2011年6月、経済産業省）

Ｒ－ＭａｐＲ－ＭａｐＲ－ＭａｐＲ－Ｍａｐ
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リスクの低減
スリーステップメソッドの概要

ⅠⅠⅠⅠ 本質安全設計本質安全設計本質安全設計本質安全設計

→設計段階で、ハザードを完全に除去又はハザードを許容可能なリスクの範
囲内に納める．1/10,000～1/10*

ⅡⅡⅡⅡ 保護装置保護装置保護装置保護装置によるによるによるによる安全確保安全確保安全確保安全確保
→本質安全設計によるハザードそのものの除去や低減が困難な場合に、安
全装置や防御装置でリスクを低減する．1/100～1/10*

◎安全装置：危険状態を早期に検出して遮断。停止による拡大防止

最最最最もももも効果的効果的効果的効果的

リスクはリスクはリスクはリスクは残残残残るるるる
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（過電流保護装置、各種検出保護装置等）

◎防護装置：防護による拡大防止（保護眼鏡、防護服 等）

ⅢⅢⅢⅢ 消費者消費者消費者消費者にににに対対対対するするするする情報情報情報情報によるによるによるによる安全確保安全確保安全確保安全確保
→Ⅰ及びⅡの手段を講じることが困難な場合、又は講じてもリスクが残る場合
に、本体表示、取扱説明書等により、製品のリスクに関する警告や注意の内容
及びリスクの回避策を消費者に伝達する。1/10～0*

効果効果効果効果はあまりはあまりはあまりはあまり期待期待期待期待できずできずできずできず

＊低減効果は現在の科学技術でも分析しきれない要因を多く内在しているため、
先進企業の経験値に頼らざるを得ない面がある。

出典：リスクアセスメントハンドブック実務編（2011年6月、経済産業省）



リスクの低減
リスク低減の原則

リスク低減レベル 具体的な方法
低減効果（セル数）

最大 通常 最小

①リスクの除去
（本質安全：製品自
身でリスク除去）

・運動、位置、熱、機械、電気、化学、電磁波、音、磁気などのエネルギー
や、放射性物質、有害物質、微生物、シャープエッジなどが及ぼす影響が、
人体に危害を加えるレベル以下にする

－４ －３ －２

②リスクの低減
（本質安全：製品自
身でリスク低減）

ａ．発生頻度の低減
・故障やミスをしても直ちに危険状態に至らない設計（フェイルセーフ、冗長
性、多重化、安全確認型）
・誤操作の確率低減（フールプルーフ、タンパープルーフ、人間工学）
・隔離（立入禁止、保護カバー、操作部との分離、インターロック、分離固
定）
・安全率、 ディレーティング、信頼性、難燃・断熱・絶縁・防水・防音材料

－３ －２ －１

6出典：リスクアセスメントハンドブック実務編（2011年6月、経済産業省）

身でリスク低減） ・安全率、 ディレーティング、信頼性、難燃・断熱・絶縁・防水・防音材料
・保守点検、受け入れ検査、評価試験、重要部品・重要工程管理

ｂ．危害・障害の程度の低減
・使用／発生エネルギーの低減
・作用するエネルギーの低減（保護接地、フィルター、距離）

③安全装置・防御
装置

・危険状態を早期に検出して遮断する… 停止による拡大防止（過電流保
護装置、各種検出保護装置などの安全装置）
・防護装置、保護眼鏡、防護服… 防護による拡大防止

－２ －１ －１

④警報
・警報装置 … 装置による異常検出
・異常状態の人による発見のしやすさと危険回避行動の容易性（速度の低
減、非常停止装置）

－１ －１ ０

⑤取扱説明書・注
意銘板

・使用者、管理・監督者、周囲の人などに対する注意、警告
・教育・訓練

－１ ０ ０



5555 (件/台・年)
10-4 超

頻発する ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ３３３３ ＡＡＡＡ１１１１ ＡＡＡＡ２２２２ ＡＡＡＡ３３３３

発発発発
4444 10-4 以下

～10-5

しばしば
発生する ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ２２２２ ＢＢＢＢ３３３３ ＡＡＡＡ１１１１ ＡＡＡＡ２２２２

生生生生
3333 10-5 以下

～10-6

時々
発生する ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ１１１１ ＢＢＢＢ２２２２ ＢＢＢＢ３３３３ ＡＡＡＡ１１１１

頻頻頻頻
2222 10-6以下

～10-7

起こりそうに
ない ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ１１１１ ＢＢＢＢ２２２２ ＢＢＢＢ３３３３

1111 10-7以下
まず

ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ１１１１ ＢＢＢＢ２２２２

Ｒ－Ｍａｐの基礎マトリクス

Ｒ－Ｍａｐでリスク低減の見える化

リスク除去・低減

安全・防護装置

度度度度
1111 10-7以下

～10-8
起こりえない ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ１１１１ ＢＢＢＢ２２２２

0000 10-8 以下
考えられ

ない ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ ＣＣＣＣ

無傷 軽微 中程度 重大 致命的

なし 軽微 通院加療
重傷

入院治療
死亡

なし 製品発煙
製品発火
製品発煙

火災
（周辺焼損）

火災
（建物延焼）

0000 ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ ⅣⅣⅣⅣ
危危危危 害害害害 のののの 程程程程 度度度度

A3～A1：リコール領域

C：安全領域

出典：リスクアセスメントハンドブック実務編（2011年6月、経済産業省） 7

取説・表示

B3～B1：ALARP領域



Risk Assessment 

Guidelines for non-

food Consumer 
Products

2010/1発行

ＥＵが消費生活用製品のリスクアセスメント
ガイドラインを公開＊

典型的な危害予測シナリオ

ハザードベースの中に
危害シナリオが含まれる

ＲＡＰＥＸの危害シナリオ

ハザード分類 ハザード
（製品特性）

典型的な障害シナリオ 典型的な障害

＊＊＊＊ Risk Assessment Guidelines for nonRisk Assessment Guidelines for nonRisk Assessment Guidelines for nonRisk Assessment Guidelines for non----food Consumer Productsfood Consumer Productsfood Consumer Productsfood Consumer Products

http://ec.europa.eu/consumers/ipm/risk_assesment_guidelines_non_food.pdfhttp://ec.europa.eu/consumers/ipm/risk_assesment_guidelines_non_food.pdfhttp://ec.europa.eu/consumers/ipm/risk_assesment_guidelines_non_food.pdfhttp://ec.europa.eu/consumers/ipm/risk_assesment_guidelines_non_food.pdf

出典：消費生活用製品向けリスクアセスメントのハンドブック（第一版）（2010年6月、経済産業省）より抜粋・編集
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（製品特性）
サイズ，形状，表面 鋭い角や先端鋭い角にぶつかる 失明，聴覚障害

位置エネルギー 機械的強度の
低さ

荷重超過で製品が倒壊し，製品のそばにいる人に
ぶつかる

打撲，脱臼，骨折

運動エネルギー 互いに交叉し
て動く部品

部品同士が接近するときに（ハサミの動き），可動
部品の間に体の一部が入り，体の一部が可動部
品の間に挟まって，圧迫される（剪断）

裂傷，切断

電気エネルギー 発熱 製品が高温になり，それに触れる人が火傷をする
おそれがある

火傷，熱傷

極端な温度 高温の液体 液体の入った容器を持っている人が液体の一部を
こぼす，液体が皮膚にかかり，熱傷を起こす

熱傷



ＲＡの観点における製品事故の未然防止

リ
ス
ク
評
価

Ｒ―

Ｍ
ａ
ｐ

リ
ス
ク
評
価

Ｒ―

Ｍ
ａ
ｐ

ＡＡ

Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ

リコール判断リコール判断

ＥＴＡＥＴＡＥＴＡＥＴＡＥＴＡＥＴＡＥＴＡＥＴＡ

危
害
危
害
危
害
危
害
シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

再
発
防
止

再
発
防
止

見
え
る

見
え
る

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

事事事事
故故故故
発発発発
生生生生

事
故
情
報

事
故
情
報

事
故
情
報

事
故
情
報
の
カ
テ
ゴ
リ

の
カ
テ
ゴ
リ

の
カ
テ
ゴ
リ

の
カ
テ
ゴ
リ

ＣＣ ＦＴＡＦＴＡＦＴＡＦＴＡ
ＦＭＥＡＦＭＥＡＦＭＥＡＦＭＥＡ

データマイニングデータマイニングデータマイニングデータマイニング

ＦＴＡＦＴＡＦＴＡＦＴＡ
ＦＭＥＡＦＭＥＡＦＭＥＡＦＭＥＡ

データマイニングデータマイニングデータマイニングデータマイニング

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル

シ
ナ
リ
オ
の
モ
デ
ル
化化化化

未
然
防
止

未
然
防
止

未
然
防
止

未
然
防
止

未
然
防
止

未
然
防
止

未
然
防
止

未
然
防
止

ヒヤリハット
未発事故

海外リコール情報

ヒヤリハット
未発事故

海外リコール情報

見
え
な
い

見
え
な
い

製品の試験
市場調査

製品の試験
市場調査

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言

未
然
防
止
対
策
提
言
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の
カ
テ
ゴ
リ

の
カ
テ
ゴ
リ

の
カ
テ
ゴ
リ

の
カ
テ
ゴ
リ
化化化化

�リスクベースでリスクベースでリスクベースでリスクベースで物事物事物事物事をををを考考考考えるマインドがこのフローをえるマインドがこのフローをえるマインドがこのフローをえるマインドがこのフローを動動動動かすかすかすかす



典型的典型的典型的典型的なななな危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ①①①①：：：：製品製品製品製品のののの機械的強度機械的強度機械的強度機械的強度がががが低下低下低下低下しししし，，，，製品製品製品製品がががが落下落下落下落下してしてしてして人人人人にぶつかるにぶつかるにぶつかるにぶつかる
（（（（ハザードハザードハザードハザード：：：：機械的強度機械的強度機械的強度機械的強度がががが低低低低いいいい））））NITE事故情報DB（FY2007～FY2013）より抜粋

典型的な危害シナリオ①（落下事故の危害則）

危害の程度
照明
器具

冷蔵
庫

ﾃﾚﾋﾞ
台

テレビ 鏡 ドア ベッド 戸棚 本棚 ミシン
扇風
機

エア
コン

時計 合計合計合計合計

Ⅳ 死亡 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1111

Ⅲ 重傷，入院 6 4 0 1 2 4 3 7 2 0 0 0 0 29292929

Ⅱ 通院加療 10 6 1 4 8 3 3 4 2 0 0 0 1 42424242
軽傷（家庭

12 14 0 50 12 1 9 3 3 0 0 2 0 106106106106

製品横断的製品横断的製品横断的製品横断的

ハハハハ
イイイイ
ンンンン
リリリリ
ッッッッ
ヒヒヒヒ
のののの
ＮＮＮＮ

製品落下事故の危害則を推定（暫定）
①回避率：５４０／７１８
②受傷率：１７８／７１８
③軽傷（危害レベルⅠ）を負う確率：１０６／１７８
④通院加療（危害レベルⅡ）を負う確率：４２／１７８
⑤重傷（危害レベルⅢ）を負う確率：２９／１７８
⑥死亡（危害レベルⅣ）を負う確率：１／１７８

Ⅰ
軽傷（家庭
内治療） 12 14 0 50 12 1 9 3 3 0 0 2 0 106106106106

0 ヒヤリハット 160 129 134 18 25 38 12 5 3 7 7 1 1 540540540540

合計 189 153 135 73 47 46 27 19 10 7 7 3 2 718718718718

10
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【最悪シナリオ】30才代女性の頭部にシステムキッチンから落下した吊り戸棚がぶつかり死亡
ハザード 危険状態 イベントの発生 回避の可能性 危害の発生 発生頻度

システムキッ
チンの吊戸
棚が低強度
（間柱無し）*

30才代女性がシステ
ムキッチン使用**

吊戸棚に手をかけて落下
***

落下した吊戸棚が身体に
ぶつかるのを回避

Ⅳ（死亡）

1/178 6.96E-09

Ⅲ（重傷）

失敗 29/178 2.02E-07

178/718 Ⅱ（通院加療）

Yes 42/178 2.92E-07

4/5  Ⅰ（軽傷）

Yes 106/178 7.38E-07

1/160 成功 ０（無傷）

540/718 3.76E-06

1/1000 No

1/5  

落下事故のETAとリスク低減策

�吊戸棚落下事故吊戸棚落下事故吊戸棚落下事故吊戸棚落下事故のリスクのリスクのリスクのリスク低減策低減策低減策低減策としてとしてとしてとして有効有効有効有効
なのはなのはなのはなのは、、、、落下防止落下防止落下防止落下防止ワイヤーワイヤーワイヤーワイヤー設置設置設置設置

*： NITE事故情報DBの吊り戸棚事故より1/1,000と推定
**：①国内約5250万世帯のうち30代女性を含む世帯数
は約540万世帯（国立社会保障・人口問題研究所公表
データ2013.1推計），約10.3%②システムキッチンの普及
率約50.2%（全国消費実態調査2011）③1日毎食前後3
回使用すると推定し、3/24=1/8以上①～③より，
10/100×50/100×1/8=1/160と推定，
***：間柱が無ければ容易に落下するため、4/5と推定，

1/5  

No

159/160

落下防止ワ
イヤー設置

1/100
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典型的な危害シナリオ②（挟まれ事故の危害則）

危害の程度 乳母車 椅子 玩具 ドア 脚立類 窓 机
運動
器具

自転車 合計合計合計合計

Ⅳ 死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0000

Ⅲ 重傷，入院 9 15 5 12 3 0 1 5 4 54545454

Ⅱ 通院加療 49 2 3 5 1 3 1 1 1 66666666

Ⅰ
軽傷（家庭内治
療） 19 2 34 4 2 2 0 0 0 63636363

典型的典型的典型的典型的なななな危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ②②②②：：：：製品製品製品製品のののの可動部品可動部品可動部品可動部品のののの間間間間にににに身体等身体等身体等身体等のののの一部一部一部一部がががが挟挟挟挟まるまるまるまる
（（（（ハザードハザードハザードハザード：：：：はさみのはさみのはさみのはさみの動動動動きをするきをするきをするきをする部品部品部品部品））））NITE事故情報DB（FY2007～FY2013）より抜粋

0 ヒヤリハット 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1111

合計 77 19 42 21 6 6 2 6 5 184184184184

挟まれ事故の危害則を推定（暫定）
①回避率：1／１８４
②受傷率：１８３／１８４
③軽傷（危害レベルⅠ）を負う確率：６３／１８３
④通院加療（危害レベルⅡ）を負う確率：６６／１８３
⑤重傷（危害レベルⅢ）を負う確率：５４／１８３
⑥死亡（危害レベルⅣ）を負う確率：０／１８３
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挟まれ事故のETAとリスク低減策
【最悪シナリオ】3才幼児が乳母車の可動部分に指を挟まれ，切断，入院手術

ハザード 危険状態 イベントの発生 回避の可能性 危害の発生 発生頻度

折り畳み乳母車
のはさみ部品*

・折り畳み乳母車を
使用する**
・3才幼児がはさみ
部品に手を入れる
**

挟み部品に指を挟ま
れる***

指が挟まれ圧迫されるの
を回避する

Ⅳ（死亡）

0/183 －

Ⅲ（指切断）

失敗 54/183 2.45E-06

183/184 Ⅱ（通院加療）

Yes 66/183 2.99E-06

1/10 Ⅰ（軽傷）

Yes 63/183 2.85E-06

1/120 成功 ０（無傷）

1/184 4.53E-08

1/100 No

9/10 9/10 

No

119/120

*：3才未満幼児がいる世帯（国立社会保障・人口
問題研究所2013より約654/5250（万世帯） ）の折り
畳み乳母車の普及率を1/100×2/3 =1/100と推定
**：1日2時間使用し、3才幼児の1/10がはさみ部品
に手を入れると推定し、2/24×1/10＝1/120
***：1/10が指を挟まれると推定

アラーム
1/10

保護カバー
1/100

�乳母車挟乳母車挟乳母車挟乳母車挟まれまれまれまれ事故事故事故事故のリスクのリスクのリスクのリスク低減策低減策低減策低減策はははは、、、、保護保護保護保護
カバーとアラームのカバーとアラームのカバーとアラームのカバーとアラームの2段階段階段階段階がががが必要必要必要必要
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典型的な危害シナリオ③（お湯漏れ火傷事故の危害則）
典型的典型的典型的典型的なななな危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ③③③③：：：：製品製品製品製品からからからから漏漏漏漏れたおれたおれたおれたお湯湯湯湯がががが身体身体身体身体にかかるにかかるにかかるにかかる

（（（（ハザードハザードハザードハザード：：：：高温水高温水高温水高温水））））NITE事故情報DBより抜粋

危害の程度
ポット・魔法

瓶
電気ポット，
電気やかん

加湿器
（湿潤器）

冷水筒 水筒
ウォーター
サーバー

コップ，カッ
プ類 合計合計合計合計

Ⅳ 死亡 0 0 0 0 0 0 0 0000

Ⅲ
重傷，Ⅲ度火傷，
入院 6 3 5 8 3 7 0 32323232

Ⅱ
通院加療，Ⅱ度火
傷 15 6 7 7 3 6 2 46464646

Ⅰ
軽傷（家庭内治
療），Ⅰ度火傷 15 4 5 2 8 2 3 39393939

15 15 1 0 2 0 4 37373737

お湯漏れ火傷事故の危害則を推定（暫定）
①回避率：３７／１５４
②受傷率：１１７／１５４
③軽傷（危害レベルⅠ）を負う確率：３９／１１７
④通院加療（危害レベルⅡ）を負う確率：４６／１１７
⑤重傷（危害レベルⅢ）を負う確率：３２／１１７
⑥死亡（危害レベルⅣ）を負う確率：０／１１７

0 ヒヤリハット 15 15 1 0 2 0 4 37373737

合計 51 28 18 17 16 15 9 154154154154
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お湯漏れ火傷事故のETAとリスク低減策

ハザード 危険状態 イベントの発生 回避の可能性 危害の発生 発生頻度

電気ケトルに
高温水*

1才幼児が電気ケトル
を倒す**

蓋が開きお湯が漏れる
***

漏れたお湯が身体にか
かるのを回避する

Ⅳ（死亡）
0/117 －

Ⅲ（重傷）
失敗 32/117 4.16E-07

117/154 Ⅱ（通院加療）

Yes 46/117 5.97E-07

4/5  Ⅰ（軽傷）

Yes 39/117  5.06E-07

1/1000 成功 ０（無傷）

37/154 4.81E-07

1/400 No

1/5  

【最悪シナリオ】 1才幼児が電気ケトルを倒し，漏れたお湯で全身火傷，入院

1/5  

No

999/1000

＊：電気ケトルの普及率は1千万台超を販売（東京新聞
WEB13/6/6）より、1/5、1日3回使用で3/24=1/8、1/10がお
湯を沸かして放置と推定し、1/5×1/8×1/10=1/400
**：①18歳以上児童世帯割合は，国民生活基礎調査(2013)
より約24.9%②18歳以下に占める1歳未満の割合は，国勢調
査(2011)より1045975/21666653=約4.8%③①②より，1歳未
満世帯比率は約1.2%、④1才未満幼児の1/10が電気ケトル
を倒すと推定し、1/100×1/10=1/1,000
***：蓋が容易に開くため、4/5と推定

蓋ロック
1/100

�電気電気電気電気ケトルのリスクケトルのリスクケトルのリスクケトルのリスク低減策低減策低減策低減策はははは蓋蓋蓋蓋ロックがロックがロックがロックが有効有効有効有効
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典型的な危害シナリオ④（巻き込み事故の危害則）

危害の程度
幼児用
座席 除雪機 洗濯機 運動器具 扇風機

電気
脱水機

エアコン 自転車 合計合計合計合計

Ⅳ 死亡 0 6 0 0 0 0 0 0 6666

Ⅲ 重傷，入院 24 13 15 3 0 2 0 1 58585858

Ⅱ 通院加療 19 0 3 2 1 0 1 1 27272727

Ⅰ
軽傷（家庭内
治療） 35 0 0 1 1 0 0 0 37373737

典型的典型的典型的典型的なななな危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ④④④④：：：：製品製品製品製品のののの回転部品回転部品回転部品回転部品のののの間間間間にににに身体等身体等身体等身体等のののの一部一部一部一部がががが巻巻巻巻きききき込込込込まれるまれるまれるまれる
（（（（ハザードハザードハザードハザード：：：：回転部品回転部品回転部品回転部品））））NITE事故情報DB（FY2007～FY2013）より抜粋

0 ヒヤリハット 21 0 0 0 1 0 1 0 23232323

合計 99 19 18 6 3 2 2 2 151151151151

巻き込み事故の危害則を推定（暫定）
①回避率：２３／１５１
②受傷率：１２８／１５１
③軽傷（危害レベルⅠ）を負う確率：３７／１２８
④通院加療（危害レベルⅡ）を負う確率：２７／１２８
⑤重傷（危害レベルⅢ）を負う確率：５８／１２８
⑥死亡（危害レベルⅣ）を負う確率：６／１２８
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巻き込み事故のETAとリスク低減策

ハザード 危険状態 イベントの発生 回避の可能性 危害の発生 発生頻度

洗濯機の回転
部品*

・70才代女性が洗濯
機を使用する**
・脱水槽をのぞき込む
**

洗濯物が首に絡まる***

製品に巻き込まれるのを
回避する

Ⅳ（死亡）

6/128 1.95E-06

Ⅲ（重傷）

失敗 58/128 1.88E-05

128/151 Ⅱ（通院加療）

Yes 27/128 8.76E-06

1/10 Ⅰ（軽傷）

Yes 37/128 1.20E-05

1/2000 成功 ０（無傷）

23/151 7.46E-06

98/100 No

9/10 

【最悪シナリオ】70才代女性が脱水槽を覗き込み，首が洗濯物に絡まり，首を骨折，死亡

9/10 

No

1999/2000

*：洗濯機の普及率98%（全国消費実態調査2011）
**：70才代女性がいる世帯（国立社会保障・人口
問題研究所2013より約654/5250（万世帯））が1日
1時間使用し、70才代女性の1/10が脱水槽を覗き
込むと推定し、12/100×1/24×1/10=1/2,000
***：1/10が首に洗濯物が絡まると推定，

インターロック
1/100

�洗濯機洗濯機洗濯機洗濯機のののの巻巻巻巻きききき込込込込みのリスクみのリスクみのリスクみのリスク低減策低減策低減策低減策はははは脱水槽脱水槽脱水槽脱水槽
のインターロックとアラームののインターロックとアラームののインターロックとアラームののインターロックとアラームの2段階段階段階段階がががが必要必要必要必要

アラーム
1/10
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典型的典型的典型的典型的なななな危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ⑤⑤⑤⑤：：：：製品上製品上製品上製品上にににに露出露出露出露出したしたしたした鋭鋭鋭鋭いいいい先端先端先端先端がががが身体身体身体身体にににに刺刺刺刺さるさるさるさる
（（（（ハザードハザードハザードハザード：：：：鋭鋭鋭鋭いいいい先端先端先端先端））））NITE事故情報DB（FY2008～FY2013）より抜粋

典型的な危害シナリオ⑤（突き刺し事故の危害則）

危害の程度 衣服 靴類 玩具 マットレス 枕
敷き
パッド

クッション 布団 合計合計合計合計

Ⅳ 死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0000

Ⅲ 重傷，入院 0 0 3 0 0 0 0 0 3333

Ⅱ 通院加療 0 0 9 0 0 0 0 0 9999

Ⅰ 軽傷，家庭内治療 8 11 0 2 0 0 0 1 22222222

突き刺し事故の危害則を推定（暫定）
①回避率：７５／１０９
②受傷率：３４／１０９
③軽傷（危害レベルⅠ）を負う確率：２２／３４
④通院加療（危害レベルⅡ）を負う確率：９／３４
⑤重傷（危害レベルⅢ）を負う確率：３／３４
⑥死亡（危害レベルⅣ）する確率：０／３４

0 ヒヤリハット 35 12 0 9 8 6 4 1 75757575

合計 43 23 12 11 8 6 4 2 109109109109
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【最悪シナリオ】 30才代女性が就寝中にマットレスから突き出た鋼線が眼に刺さり失明
ハザード 危険状態 イベントの発生 回避の可能性 危害の発生 発生頻度

マットレス内
部に鋼鉄線
の鋭い先端
＊

30才代女性がマッ
トレスを使用する
**

鋼線がマットレス内
部から突き出す***

突き出た鋼線が身体
に刺さるのを回避する

Ⅳ（死亡）

0/34 失明する****

Ⅲ（重傷） 1/20 2.75E-08

失敗 3/34 失明しない

34/109 Ⅱ（通院加療） 19/20 5.23E-07

Yes 9/34 1.65E-06

1.00E-03 Ⅰ（軽傷）

Yes 22/34 4.04E-06

1/30 成功 ０（無傷）

75/109 1.38E-05

3/5  No
9.99E-01

突き刺し事故のETAとリスク低減策

*：ｿﾌｧｰﾍﾞｯﾄﾞの普及率約61.4%（全国消費実態調査
2011）より，ﾏｯﾄﾚｽ内の鋼線を6/10=3/5
**：国内約5250万世帯のうち30代女性を含む世帯数
は約540万世帯（国立社会保障・人口問題研究所公
表ﾃﾞｰﾀ2013.1推計），約10.3%が1日8時間使用すると
推定し、1/10×8/24=1/30
***：NITE事故情報DBより，実際のﾏｯﾄﾚｽ事故発生
率より1/1,000と推定
****：顔面の面積比より

9.99E-01

No

29/30 

保護カバー
1/100

�マットレスマットレスマットレスマットレス鋼線突鋼線突鋼線突鋼線突きききき出出出出しししし事故事故事故事故のリスクのリスクのリスクのリスク低減策低減策低減策低減策
はははは保護保護保護保護カバーがカバーがカバーがカバーが有効有効有効有効
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今後の課題
�事故情報のカテゴリ化・モデル化を迅速化

危害の程度 件数

Ⅳ 1427

Ⅲ 5726

Ⅱ 5750

Ⅰ 6449

カテゴリ化 モデル化 危害の程度 件数

Ⅳ 7

Ⅲ 176

Ⅱ 190

Ⅰ 267

火災は，電気エネ
ルギー→熱エネル
ギー→可燃物接触
のシナリオを経る

FY2008-FY2013のNITE
事故情報DBにおける
危害の程度（暫定）

Ⅰ 6449

0 5126

合計 24478

Ⅰ 267

0 676

合計 1316

典型的な危害シナリオ
5種類の危害の程度

データマイニ
ング導入でも
前処理が煩雑
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�残残残残りりりり約約約約2万万万万3千件千件千件千件はカテゴリはカテゴリはカテゴリはカテゴリ化化化化，，，，モデルモデルモデルモデル化化化化をををを進進進進めめめめ，，，，火災火災火災火災シナリオをシナリオをシナリオをシナリオを重点作業中重点作業中重点作業中重点作業中



今後の課題
�海外リコール情報の活用

危害の程度
国内Ａ社
ﾘｺｰﾙ有

国内Ｂ社
ﾘｺｰﾙ有

国内Ｃ社
ﾘｺｰﾙ無

合計 受傷率＊

Ⅳ死亡 0 0 0 0

日本日本日本日本
15.7%15.7%15.7%15.7%

Ⅲ重傷 0 3 1 4
Ⅱ通院加療 3 2 1 6
Ⅰ軽傷 13 1 0 14
0 ドア落下 129 0 0 129

合計 145 6 2 153

【【【【典型的典型的典型的典型的なななな危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ】】】】 冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫からからからから落下落下落下落下したドアがしたドアがしたドアがしたドアが、、、、使用者使用者使用者使用者にぶつかるにぶつかるにぶつかるにぶつかる．．．．
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危害の程度
L社

（CPSCﾘｺｰﾙ**）
V社

（CPSCﾘｺｰﾙ**）
合計 受傷率＊

Ⅳ 死亡 0 0 0

米国米国米国米国
14.8%14.8%14.8%14.8%

Ⅲ 重傷 0 0 0
Ⅱ 通院加療 4 16 20
Ⅰ 軽傷 0 0 0
0 ドア落下 35 80 115

合計 39 96 135

＊受傷率＝（Ⅳ＋Ⅲ＋Ⅱ+Ⅰ）／ALL

�海外海外海外海外リコールリコールリコールリコール情報情報情報情報でででで補完補完補完補完できるできるできるできる可能性有可能性有可能性有可能性有りりりり

＊＊＊＊＊＊＊＊http://www.cpsc.gov/en/Recalls/http://www.cpsc.gov/en/Recalls/http://www.cpsc.gov/en/Recalls/http://www.cpsc.gov/en/Recalls/



まとめ（典型的な危害シナリオと危害則）

ハザード 典型的な危害シナリオ 最悪な結果 リスク低減策 主な製品群

低強度
製品の機械的強度が低下し，製品が落
下して人にぶつかる

死亡、骨折
落下防止
ワイヤー

照明器具、冷蔵庫、
テレビ、鏡

はさみ部品
製品の可動部品の間に身体等の一部が
挟まる

切断、裂傷
保護カバー
＋アラーム

乳母車、椅子、玩
具、ドア

高温水 製品から漏れたお湯が身体にかかる
全身火傷、
皮膚移植

蓋ロック
電気ポット・ケトル、
加湿器

回転部品
製品の回転部品の間に身体等の一部が
巻き込まれる

死亡、骨折
インターロック
＋アラーム

幼児用座席、除雪
機、洗濯機

鋭い先端
製品上に露出した鋭い先端が身体に刺さ 失明、

保護カバー
衣服、靴、玩具、

ハザード 低強度 はさみ部品 高温水 回転部品 鋭い先端 合計

危
害
の
程
度

Ⅳ 1 0 0 6 0 7
Ⅲ 29 54 32 58 3 176
Ⅱ 42 66 46 27 9 190
Ⅰ 106 63 39 37 22 267
0 540 1 37 23 75 676

合計 718 184 154 151 109 1316

�火災火災火災火災シナリオはシナリオはシナリオはシナリオは製品群別製品群別製品群別製品群別にににに危害危害危害危害シナリオのモデルシナリオのモデルシナリオのモデルシナリオのモデル化化化化もももも検討中検討中検討中検討中

鋭い先端
製品上に露出した鋭い先端が身体に刺さ
る

失明、
聴覚障害

保護カバー
衣服、靴、玩具、
寝具
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アイコンで選択

カテゴリ 合理的予見可能な誤使用事故（Reasonably foreseeable misuse ）

品名 洗濯機 被害者属性 高齢者，女性

ハザード 回転部品 危害則 回避率:23/151,受傷率:128/151,
Ⅰ:37/128,Ⅱ:27/128,Ⅲ:58/128,Ⅳ:6/128 

危険な状態
・弱者が使用
・脱水槽を覗き込む，手を入れる

イベントの発生 洗濯物が首，腕，指に絡まる

危害シナリオ

まとめ（ＮＩＴＥのアウトプット）

�NITEの新しい情報提供イメージ
ちょっとした
間違い(Slip)

誤り(Mistake) 異常使用過失(Lapse)
合理的予見

可能な誤使用
イラスト表示

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ化化化化

誤操作 誤開放 低温火傷 脱水槽巻込 換気不足でCO中毒

回避の可能性 インターロック：1/100，アラーム：1/10 危害の発生 死亡，骨折

危害シナリオ 製品の回転部品の間に身体等の一部が巻き込まれる

R-Map評価 Ａ１ 教訓 インターロックだけでは不十分 危害危害危害危害シナリオシナリオシナリオシナリオ化化化化

危害シナリオ

リスクリスクリスクリスク低減策低減策低減策低減策
のののの見見見見えるえるえるえる化化化化

低減効果モデル
ＥＴＡ

危害則

Ｒ－Ｍａｐ
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